
　

０歳児 １歳児 ２歳児 年少 年中 年長 小学生 合計

32 12 13 1 4 2 0 64

2 0 0 0 0 0 0 2

4 0 0 0 0 0 0 4

0 0 0 0 0 1 0 1

0 1 0 0 0 0 0 1

2 1 0 0 0 0 0 3

熱傷 0 2 0 0 0 0 0 2

40 16 13 1 4 3 0 77

※　併発している疾患もすべて含む。

病児保育園おひさま　利用者状況　　12月分

〈 疾患名 〉

風邪

突発性発疹

突発性発疹疑い

ＰＦAＰＡ症候群

伝染性紅斑

胃腸炎

合計

明けましておめでとうございます。いよいよ新しい１年がスタートしました。今年も地域の方々

に安心してご利用頂けるよう、スタッフ一同より一層気を引き締め、努めて参りたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

先月の病児保育園おひさまのご利用状況は以下の通りです。伊藤小児科・内科医院の感染症状況

もあわせてお知らせいたしますので、どうぞご参考にしてください。
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横手市婦気大堤字谷地添７ー１（伊藤小児科・内科医院敷地内）

TEL 0182-23-6477（予約・キャンセル・お問合せ専用）

ホームページ http://www.ohisama-itocl.net/
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〈 性別 〉 〈 住まい 〉 〈 連続利用日数 〉
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伊藤小児科・内科医院 病児保育園



合計

0
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第四週 第五週

　　　　 伊藤小児科・内科医院　感染症情報　　12月分

0

第一週 第二週 第三週

0

0

インフルエンザB 0 0 0 0 0

インフルエンザA 0 0 0 0

0

2

咽頭結膜熱 1 6 6 4 1

溶連菌感染症 0 6 3 5

0RSウイルス 0

0

マイコプラズマ肺炎 0 0 0 0 0

便アデノウイルス 0 1 1 0

0

ノロウイルス 0 0 0 0 0

ロタウイルス 0 0 0 0

3

ヒトメタニューモウイルス 0 0 0 0 0

合計 1 13 10 9

今年もよろしくお願いいたします

12月に入り、発熱や咳、胃腸炎症状の子どもさんが急激に増加しています。しっかりと栄養

と休養を取り、病気に負けない体力をつけましょう。

2021年はRSウイルス感染症が流行し、病児保育園の利用者も多い年でした。

よりよい病児保育を目指し、スタッフ一同がんばりますので今年もよろしくお願いいたします。

やけどのホームケア

◎できるだけ素早く、10～20分冷やしましょう

・流水または洗面器などに張った氷水、水がかけられない部位の場合はぬれタオルを当て、こまめにタオルを取り替

えましょう。

・衣類を着ている場合は、すぐに脱がせると皮膚が破けてしまうので、衣服の上から冷やしましょう。または、水を

かけて冷やしてから注意して脱がせましょう。

◎受診の目安

・皮膚に赤みがある場合（Ⅰ度熱傷）は比較的軽度のやけどなので応急処置でよいですが、痛みが強い時は、皮膚科

や小児科の受診をすすめます。水ぶくれがある場合（Ⅱ度熱傷）や皮膚が白や黒に変色している場合（Ⅲ度熱傷）は

皮膚科や形成外科の受診をすすめます。

・広範囲の場合は、救急車（119番）に連絡しましょう。

（大人の片方の手のひらの面積が、子どもの全身の約5％という目安。10％以上のやけどでは救急車を呼びましょ

う。）

発達段階によってやけどの原因は変化します。予防しましょう。

誕生 3カ月 4カ月 5カ月 6カ月 7カ月 8カ月 9カ月 10カ月 11カ月 12カ月 13カ月 1歳半 2歳 3歳 3～5歳

やけど

月齢・年齢別にみるやけどの原因

熱いミルク

熱い風呂

ポット、

飲み物

炊飯器、ストーブ

ヒーター、アイロン

マッチ、

ライター、

湯沸かし器、
花火


